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消防本部向け作成資料に関する検討状況
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○ 基本的な機能の整理に関する検討では、素案作成済みの４文書について消防本部や指令システムベンダーへの
意見確認を実施し、意見反映・更新を行った。

・４文書：「標準業務フロー」、「基本的機能一覧」、「調達仕様書ひな形」、「標準業務フロー等の解説文書」

○ 調達仕様書ひな形の補助資料として、システム型別のサンプルを作成した。

○ 調達仕様書ひな形の補助資料として、「非機能要件ガイドライン」の素案を作成し、消防本部や指令システムベン
ダーへの意見確認を実施し、意見反映・更新を行った。

１．作成済み文書の
更新

検討事項

２．「非機能要件ガイ
ドライン」の作成

第９回会合での協議内容（一部抜粋） 本資料記載頁

• 調達仕様書ひな形について、
消防本部及び指令システムベ
ンダーからの意見を踏まえ更新
を実施

• 調達仕様書ひな形のシステム
型別サンプルを作成

• 非機能要件ガイドラインの素案
作成

• 非機能要件ガイドラインの素案
について、消防本部や指令シス
テムベンダーへの意見確認及
び意見を踏まえた更新を実施

現在の検討内容

• 消防本部や指令システムベンダーへ
の意見確認及び意見を踏まえた文書
の更新状況を説明

• 非機能要件ガイドラインの作成方針
や位置付け等を説明

P.５

P.６-P.９



消防本部向けの資料群の概要
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資料名称 資料概要 形式・構成 公開予定時期

➀
通信指令業務の

標準的な業務フロー

➁
消防指令システムの
基本的な機能の一覧

➂
消防指令システムの
調達仕様書ひな形

④
消防本部向け作成資料

に係る解説文書

➄
消防指令システムの

非機能要件ガイドライン

通信指令業務の標準的な
業務の流れを示したもの

消防指令システムに具備される
基本的な機能を整理したもの

消防指令システムの刷新を想定
した調達仕様書のひな形

上記３文書の読み方や
資料構成等を解説したもの

消防本部における非機能要件の
検討を支援するための資料

PPT資料

Excel資料

Word資料
（別紙あり）

PDF/Excel資料
（別紙あり）

PDF資料

令和５年10月

第９回高度化検討会
資料再掲（一部修正）









【参考】➄非機能要件ガイドラインへの関係者意見の反映
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○非機能要件ガイドラインは、前頁の構成で素案を作成し、一部の消防本部と指令システムベンダーへの確認を実施
した。

○消防本部に対しては非機能要件ガイドラインの効果面を確認、指令システムベンダーに対しては、非機能要件ガイド
ラインで記載する要件や影響の妥当性を確認し、確認結果を踏まえ非機能要件ガイドラインの更新を行った。

作成目的に対する効果面を確認

【効果面に関する確認】

確認対象範囲：非機能要件ガイドライン（素案）全体

確認内容：消防指令システム非機能要件の検討に係る業務
負荷の軽減に対して効果的か（非機能要件ガイドラ
インを利用して本部で非機能要件を検討できるか）

【不明点に関する確認】

確認対象範囲：非機能要件ガイドライン（素案）全体

確認内容：システム構築、調達仕様書の作成に初めて携わる
職員が利用することを想定した場合に、理解が難し
い表現や記載がないか

要件・記載内容に関する妥当性を確認

【水準の妥当性に関する確認】

確認対象範囲： ２章：各非機能要件項目の（ウ）水準

確認内容：各非機能要件項目で水準として示される要件に
ついて、実際の調達仕様書で定義されることが
望ましくないものがあるか（自社製品では具備し
ていない、従来より調達コストがあがる等）

【要件変更時の影響に関する確認】

確認対象範囲：２章：各非機能要件項目の（エ）水準変更
時の影響

確認内容：非機能要件ガイドラインに記載している通信指
令業務等への影響に関する記載が妥当か

消防本部への確認事項 指令システムベンダーへの確認事項

上記消防本部・指令システムベンダーへの確認結果を踏まえ、非機能要件ガイドラインを更新

※関係者確認結果（サマリ）は次頁参照



【参考】➄非機能要件ガイドラインへの関係者意見（サマリ）
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No. 意見区分 いただいたご意見（一部抜粋）

消防本部意見

１ 効果面 ユーザビリティ：図表の分かり易さの向上に関する要件を追加してはどうか

２ 信頼性：「ホットスタンバイ」という言葉は初めての担当者にはわかりづらいのではないか

３ 不明点 ユーザビリティ：注意喚起メッセージや画面の表示は機能ではなく、非機能で定義するものなのか

指令システムベンダー意見

４ 水準の妥当性 ユーザビリティ：水準として記載されている「通信指令員が操作しやすく誤操作の生じないシステムとなるよう
設計・開発を行う」については、誤操作を完全に防止することはできないため、「通信指令員が操作しやすく誤
操作が生じにくいよう考慮されていること」に変更していただきたい

５ 性能：指令書の印刷開始までの目標時間は30秒が妥当

６ 影響の妥当性 全体：水準として記載されている要件が自社製品の標準パッケージで対応できている場合、調達仕様書でそ
の要件が定義されているか否かに関係なく標準パッケージで提供される機能であるため、要件を定義しない
ことによる消防本部側へのコストメリットは生じない

関係者確認結果
（サマリ）

• 意見総数：167件（消防本部103件・指令システムベンダー64件）
• 消防本部：水準とする要件への追加要望や、記載内容のわかりづらさ等に関する意見

を確認
• 指令システムベンダー：水準とする要件の修正・削除の要望や水準を変更することで発

生する影響の記載内容の修正要望等を確認

●関係者意見（一部抜粋）


